
い
し
か
わ

農
業
法
人
だ
よ
り

Ishikawa Agriculture Corporation Magazine 令和4年10月 第24号 発行 石川県農業法人協会 製作 広報活動委員会

Ishikawa 
Agriculture 
Corporation 
Magazin

北陸農政局との意見交換会

10

月
５
日
に
北
陸
農
政
局
に
お
い
て

肥
料
資
材
高
騰
対
策
に
つ
い
て
北
陸
農
政

局

川
合
規
史
局
長
を
は
じ
め
各
課
の
課

長
と
石
川
県
農
業
法
人
協
会
役
員
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
に
佛
田
会
長
よ
り
意
見
交
換
会
の

論
点
＝
日
本
農
業
は
大
き
な
変
革
点
に
あ

る
・
資
材
高
・
温
暖
化
等
環
境
対
策
・
人

材
確
保
養
成
・
価
格
形
成
力
確
保
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
提
案
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
で
は
、
肥
料
高
騰
対
策
で
肥
料

低
投
入
に
よ
る
収
量
減
を
生
産
調
整
軽
減

に
反
映
し
て
欲
し
い
。
各
法
人
は
、
明
確

な
売
り
先
が
あ
る
の
に
一
律
の
生
産
調
整
。

経
営
に
合
わ
せ
た
生
産
調
整
が
必
要
。
好

ま
ざ
る
メ
ガ
法
人
化
に
よ
る
リ
ス
ク
の
高

ま
り
。
そ
れ
に
伴
う
農
道
や
用
水
の
管
理

の
困
難
化
。
畜
産
由
来
の
肥
料
の
利
用
し

や
す
い
形
状
へ
の
加
工
と
窒
素
単
肥
の
普

及
の
促
進
等
々
や
役
員
か
ら
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
北
陸
農
政
局
よ
り

頂
い
た
意
見
は
、
即
実
行
は
、
難
し
い
が

必
ず
吸
い
上
げ
て
今
後
に
活
か
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
提
案
し
続
け
て
欲
し
い
。
農
道

や
用
水
の
管
理
に
関
し
て
は
、
各
地
の
優

良
事
例
の
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て

よ
り
重
要
な
の
は
、
今
後
も
当
協
会
と
北

陸
農
政
局
と
の
綿
密
な
連
携
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
再
度
の
意
見
交
換
会
開
催
を

約
束
し
て
有
意
義
な
会
を
終
え
ま
し
た
。

借
地
型
農
業
経
営
は
、
各
地
域
で
の
農
地
利
用
の
「
地
域
計
画
」
を
来
年
度
か
ら
作
成

す
る
こ
と
に
な
る
農
業
委
員
会
と
の
連
携
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
農
地
の
利
用
は
、

平
面
の
農
地
の
み
な
ら
ず
そ
の
上
の
空
間
を
管
理
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
地
域
の
環
境
や

景
観
、
地
域
の
あ
り
方
ま
で
を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
地
域
計
画
を
作
り
運
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
の
中
核
と
な
る
法
人
経
営
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
か
を
考
え
て
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

石
川
県
農
業
法
人
協
会

会
長

佛
田
利
弘

会
長
コ
ラ
ム

農
業
委
員
を
さ
れ
て
い
る
人
な
ら
、
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
地

域
計
画
を
作
成
す
る
事
が
、
令
和
５
年
度

６
年
度
で
全
国
の
農
業
委
員
会
組
織
を
通

じ
て
、
現
場
に
降
り
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

農
地
の
集
積
（
面
積
の
集
積
）
と
集
約
化

（
面
的
集
積:

団
地
化
）
を
は
か
る
た
め
に
、

地
域
で
の
話
し
合
い
を
行
い
、
将
来
の
農

地
の
担
い
手
を
話
し
合
っ
て
決
め
て
ゆ
く

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
農
地
を
借
地
し
て

い
る
農
業
経
営
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

地
域
で
の
話
し
合
い
は
、
農
業
委
員
や

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地

域
の
地
主
と
担
い
手
の
話
を
よ
く
聞
き
調

整
が
お
こ
な
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
時
に
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

農
地
は
、
単
な
る
耕
作
す
る
面
積
だ
け

の
こ
と
で
は
な
く
、
土
質
、
栽
培
の
履
歴
、

連
作
障
害
、
水
利
排
水
条
件
な
ど
、
圃
場

が
持
っ
て
い
る
特
性
ま
で
を
も
継
続
的
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
集

約
等
に
よ
っ
て
耕
作
農
地
の
交
換
を
す
る

場
合
に
、
一
方
的
な
集
約
化
の
調
整
が
行

わ
れ
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
利
な
条

件
の
農
地
を
借
地
す
る
農
業
者
が
不
利
益

に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

地
域
計
画
策
定
の
前
か
ら
、
農
業
委
員
会

と
の
情
報
交
換
や
議
論
を
重
ね
て
ゆ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
適
切
な
地
域
計
画
の
策
定

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

本
来
、
こ
の
地
域
計
画
は
、
農
地
の
集

積
の
み
な
ら
ず
、
農
業
全
体
を
ど
う
す
る

か
、
地
域
の
集
落
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
具
体
的

取
組
策
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
の
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
か
と
い
う
方
針

を
意
見
書
な
ど
に
ま
と
め
、
地
域
計
画
の

指
針
と
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
は
、
私
の
住
む
野
々
市
市
で
は
、

農
業
委
員
会
で
市
長
に
農
業
の
あ
り
方
の

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
住
む
上
林
集
落
で
は
、
地
域

計
画
に
内
容
の
近
い
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
昨

年
作
成
し
ま
し
た
。
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